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九州旅客鉄道株式会社 

 

 

令和８年熊本地震の影響に伴う運行取り止め区間における運行再開見通しについて 

 

 

７ 月 28 日に発生した「令和８年熊本地震」の影響に伴い、運行を取り止めている一部区間につ

いて、以下のとおり、運行再開時期の見通しをお知らせいたします。 

今後も当社は、安全最優先で全線復旧に向けて全力を尽くしてまいります。 

 

記 

 

九州新幹線 

１ 現在の運行取り止め区間 

九州新幹線（熊本駅～新水俣駅） 

 

２ 運行再開について 

 2026 年９月 18 日（金）始発列車より運行再開予定 

 ※余震等の状況により再開予定は変更となる場合があります 

 ※詳細なダイヤについては、８月 31 日（月）にお知らせします 

 ※９月 18 日以降の「きっぷ」は９月１日（火）の 12 時より発売します 

  

３ ９月 18 日以降の運行ダイヤ 

 ・博多駅～熊本駅間については、災害前から時刻（運行ダイヤ）の変更はありません 

 ・熊本駅～鹿児島中央駅間については、運行再開後も新八代駅付近で速度を落として運行する 

ため、下り列車では、鹿児島中央駅の到着時刻が最大８分程度の遅延、上り列車では、 

鹿児島中央駅の発車時刻を最大９分程度繰り上げて運行します 

 ・鹿児島中央駅と本州方面を直通する列車は、災害前と比較して９割程度の本数で運行します 

 

４ 復旧状況と今後の動き 

 「別紙１」参照 

 

 

在 来 線 

１ 現在の運行取り止め区間 

鹿児島本線（宇土駅～八代駅） 

 

２ 運行再開の見通し 

 2026 年 10 月中旬頃の運行再開を目指します 

 ※余震等の状況により再開の見通しは変更となる場合があります 

 ※運行再開の詳細な日程が決まりましたら改めてお知らせいたします 

 

３ 復旧状況と今後の動き 

 「別紙２」参照 

 

そ の 他 

 復旧状況等について、概ね１週間ごとに JR 九州のホームページでお知らせします 

 

以上 

 



土木

線路

電力

箇所数 復旧の進捗状況

約600箇所
（うち運転支障は40箇所）

約300箇所

高架橋損傷（橋脚）

高架橋損傷（支承部）

レール歪み 軌道沈下

被害状況（主なもの）

約60％

コネクタ断線

約100箇所 約40％

   約40％
（運転支障箇所の進捗）

建築 約60％柱脚5箇所
外装パネル損傷
天井化粧材損傷14箇所

柱脚アンカーボルト破断 外装パネル損傷 天井化粧材損傷

令和８年熊本地震｜九州新幹線（熊本～新水俣）主な被害状況別紙1-1



熊本駅
1167ｋ280ｍ

新八代駅
1199ｋ120ｍ

徐行区間
（9/18以降）

下り線

上り線

水無川橋りょう第1島田高架橋

新水俣駅方面→

レール継目部開口 橋桁遊間拡大

橋桁ずれ（支承部変形）

博多方

鹿児島中央方

日奈久断層

推定位置

支承部損傷

地盤変状

レール歪み

1205ｋｍ付近1195ｋｍ付近

令和８年熊本地震｜運行再開後の徐行区間別紙1-2



全体スケジュール

応急処置
健全度調査等

土木

線路

電力

安全確認

ﾚｰﾙ開口部
仮復旧

測量・健全度調査・復旧計画

8/8

列車小移動

8/15

仮受・仮柱設置等 9/2

橋桁・橋脚切離し
9/5～6
橋桁ジャッキアップ
据え直し

軌道補修等（橋桁部以外）

軌道補修等（橋桁部）

架線点検・修繕
（橋桁部以外）

9/6 架線点検・修繕
（橋桁部）

9/12 9/15

8/27現在
仮柱設置工事中

9/16線路確認

9/17速度向上試験

9/18運行再開軌道補修の施工事例

架線点検・修繕の施工事例

仮柱の施工事例

7/28
点検

8/26

8/31

令和８年熊本地震｜九州新幹線運行再開までの流れ（日奈久断層交差部 水無川橋りょう）別紙1-3

水無川橋りょう(8/27時点)



仮柱 仮柱仮受台

橋桁の仮受・据直し → 線路・架線復旧へ

被災前

被災後

仮受台ジャッキアップ

9月18日
運行再開時点
（徐行あり）

断層付近における橋脚の移動・沈下

断層（推定）

1P

2P 3P
4P

支承復旧
橋脚補強

本復旧
（徐行なし）

←移動：約410㎜
↓沈下：約360㎜

←移動：約460㎜
↓沈下：約200㎜ ←移動：約350㎜

↓沈下：約100㎜

移動：なし
沈下：なし

支承復旧 支承復旧

令和８年熊本地震｜水無川橋りょうの復旧計画（イメージ）別紙1-4



令和８年熊本地震｜九州新幹線運行再開までの流れ（新八代駅）別紙1-5

測量・健全度調査・復旧計画
8/7

8/19
構造プレート製作

作業安全対策 8/23

柱脚固定

足場設置～パネル撤去、ブレース修繕
９/15

全体スケジュール 柱脚の復旧計画（イメージ）

参考写真（柱脚固定状況・足場設置状況）

復旧前 復旧後 足場設置



令和８年熊本地震｜在来線（鹿児島本線宇土～八代間）主な被害状況別紙2-1

土木 29箇所
7駅

約40％

電力

建築

被害状況（主なもの） 箇所数 復旧の進捗状況

橋りょう変状
乗降場変状

駅内外装損傷

約10％
電柱損傷
架線金具損傷

27本
300箇所超

2駅 約20％

線路 軌道変状 約１0ｋｍ 約25％



令和８年熊本地震｜在来線（鹿児島本線宇土～八代間）復旧作業状況

【設備の復旧の進捗】 土木40％ 線路25％ 電力10％ 建築20％
【設備の復旧の状況】

線路
損傷レール交換（松橋・小川間）

道床つき固め（松橋・小川間）

レール交換前 レール交換後

別紙2-2

土木
乗降場修繕（松橋駅）

橋りょう修繕（松橋・小川間）

修繕中

修繕中



令和８年熊本地震｜在来線（鹿児島本線宇土～八代間）復旧作業状況

【設備の復旧の進捗】

【設備の復旧の状況】

電力

架線等の撤去（小川・有佐間） 損傷電柱の撤去 電柱等の撤去前後（小川・有佐間）

脱落した
変圧器の撤去

電柱等撤去前

電柱等撤去後

別紙2-3

土木40％ 線路25％ 電力10％ 建築20％



2026年8月27日時点

令和８年熊本地震｜今後の復旧に向けた動き（在来線）別紙2-4

作業区分
主な設備損傷

７月 ８月 ９月 10月
内容 数量

調査・復旧
方法深度化

－ －

線路 軌道変状 約10㎞

電力
電柱損傷損傷
架線金具損傷

27本
300箇所超

土木
橋りょう変状
乗降場変状

29箇所
7駅

建築 駅内外装損傷 2駅

安全確認

8/27
現在

損傷電柱撤去

損傷レール交換

電柱建植・架線金具取替・架線調整

道床つき固め

橋りょう修繕

乗降場修繕

工場制作

駅舎修繕

レール研磨・試運転等

7/28地震発生



令和８年熊本地震｜在来線（鹿児島本線宇土～八代間）被害状況概要

【主な設備の被害数】
軌道変状約100箇所、橋りょう変状29箇所、乗降場変状12箇所、電柱損傷27本、架線金具300箇所超、等

小川・有佐間（軌道変状・電柱損傷）

【主な設備の被害状況】

8/19 提示資料再掲

別紙2-5



令和８年熊本地震｜在来線（鹿児島本線宇土～八代間）被害状況概要

【主な設備の被害数】
軌道変状約100箇所、橋りょう変状29箇所、乗降場変状12箇所、電柱損傷27本、架線金具300箇所超、等

小川・有佐間（橋りょう上電柱損傷）

【主な設備の被害状況】

松橋駅構内（乗降場変状）

松橋駅構内（駅舎内外装損傷）

松橋駅構内（エレベータ損傷）

8/19 提示資料再掲

別紙2-6
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